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［
二
〇
一
八
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集 

日
本
思
想
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
回
：
日
本
思
想
史
学
の
現
在
と
未
来

中
世
か
ら
近
世
へ
─
卍
山
道
白
に
お
け
る
「
復
古
」
を
め
ぐ
っ
て

─

賴
住
　
光
子

は
じ
め
に
─
時
代
区
分
論
を
め
ぐ
っ
て

　

本
稿
で
は
、
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
「
中
世
か
ら
近

世
へ
」
に
つ
い
て
、
近
世
初
期
の
曹
洞
宗
門
改
革
運
動
を
取
り
上
げ

考
え
て
み
た
い
。
議
論
の
前
提
と
し
て
、
中
世
、
近
世
と
い
う
時
代

区
分
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　

時
代
区
分
と
は
、
一
般
に
、
時
の
流
れ
を
質
差
の
あ
る
幾
つ
か
の

時
代
に
分
割
し
意
味
付
け
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
る
。
時
代
区
分
に

は
、
視
点
や
基
準
の
取
り
方
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
有
り
得
る
が
、
現
在
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ル
ネ

サ
ン
ス
以
来
の
、
古
代 antiquity 

─
中
世 m

iddle ages 

─
近
代 

m
odern 

の
三
分
法
で
あ
る
。
こ
の
三
分
法
は
、
明
治
以
降
日
本
に

移
入
さ
れ
た
。
特
に
、「
中
世
か
ら
近
世
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関

し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
経
済
史
学
の
創
始
者
と
さ
れ
る
内

田
銀
蔵
が
、『
日
本
近
世
史
』（
明
治
三
六
年〈
一
九
〇
三
〉公
刊
）
に
お
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
史
学
の
三
分
法
を
日
本
史
に
適
用
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
「
近
世
」
と
「
最
近
世
」（
＝
近
代
）
と
を
区
別
し
、
江

戸
時
代
を
近
世
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ロ
シ
ア
革
命
、
労
働
運
動
の
激
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

国
内
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
力
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
唯
物
史
観

に
基
づ
く
時
代
区
分
論
が
普
及
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
実
践
の

問
題
と
も
直
接
的
に
関
連
す
る
、
日
本
の
歴
史
を
唯
物
史
観
の
時
代

区
分
に
ど
う
当
て
嵌
め
る
の
か
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
講
座
派
と
労
農
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11　中世から近世へ

派
と
の
間
で
盛
ん
に
交
わ
さ
れ
た
。
戦
争
で
そ
の
流
れ
は
一
時
中
断

さ
れ
た
が
、
戦
後
、
復
活
し
、
六
〇
年
代
頃
ま
で
は
、
唯
物
史
観
に

基
づ
く
時
代
区
分
説
が
歴
史
学
研
究
の
基
本
的
前
提
と
さ
れ
、
日

本
古
代
は
奴
隷
制
社
会
か
否
か
、
日
本
の
資
本
主
義
化
（
＝
近
代
化
）

の
始
期
は
ど
こ
か
な
ど
の
諸
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
発
展
段
階
説
に
基
づ
く
時
代
区
分
論
は
、
教
科
書
に

も
採
用
さ
れ
る
な
ど
通
説
化
す
る
一
方
で
、
歴
史
学
界
に
お
い
て
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
退
潮
と
と
も
に
、
一
方
向
的
推
移
、
単
線
的
発
展

を
前
提
と
し
た
一
国
中
心
の
発
展
段
階
説
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
時

代
区
分
論
に
対
す
る
疑
義
が
、
と
り
わ
け
社
会
史
な
ど
の
立
場
か
ら

呈
さ
れ
、
さ
ら
に
、
八
〇
年
代
に
は
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
世

界
シ
ス
テ
ム
論
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
国
に
お
け
る
単
線

的
発
展
段
階
に
基
づ
い
て
世
界
を
分
節
化
す
る
よ
う
な
従
来
の
時
代

区
分
論
は
、
そ
の
有
効
性
に
疑
義
が
呈
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
時
代
区
分
そ
れ
自
体
、
単
な
る
惰
性
的
、
便

宜
的
使
用
と
い
う
以
上
の
意
味
を
持
た
な
い
と
断
ず
る
の
は
、
早
計

に
失
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
区
分
に
は
、
狭
義
の
、
す
な
わ
ち
等

質
の
時
間
の
流
れ
の
中
で
の
一
方
向
的
な
進
化
を
前
提
と
し
た
従
来

型
の
も
の
以
外
に
、
広
義
の
、
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も
単
線
的
進
化

を
前
提
と
し
な
い
時
代
区
分
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
新
た
な
時
代
区
分

の
意
義
と
し
て
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
後
者
で
あ
る
。
後
者
は
、

時
間
を
区
切
り
、
意
味
付
け
る
こ
と
な
し
に
歴
史
的
認
識
は
そ
も
そ

も
成
り
立
た
ず
、
時
代
区
分
は
歴
史
学
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
と
い

う
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
単
線
的
発
展
段
階

説
に
は
与
し
な
い
。
そ
れ
は
、
一
国
に
必
ず
し
も
局
限
さ
れ
な
い
多

様
性
の
あ
る
複
数
の
並
存
的
時
間
の
共
振
に
よ
る
、
曖
昧
さ
を
含
ん

だ
時
代
区
分
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り（

（
（

、
歴
史
の
流
れ
を
認
識

す
る
た
め
の
一
つ
の
作
業
仮
説
で
あ
る
（
解
釈
に
関
わ
る
す
べ
て
の
事
柄

は
、
単
独
で
あ
れ
集
団
的
な
も
の
で
あ
れ
解
釈
者
の
視
点
に
拘
束
さ
れ
る
と
い

う
意
味
で
「
仮
説
」
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
以
外
で
は
有
り
得
な
い
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
言
語
論
的
転
回
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
自
明
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、

そ
の
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
多
様
性
と
包
摂
性
を
も

っ
た
世
界
像
が
描
き
出
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み

に
言
え
ば
、「
日
本
」
そ
れ
自
体
も
、
均
質
な
時
間
と
空
間
の
中
で
同
質
性
を
成

員
に
要
求
す
る
単
一
の
実
体
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、
内
部
に
差
異
を
含

み
こ
ん
だ
、
い
わ
ば
ヘ
テ
ロ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
、
ま
た
は
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
そ

れ
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
）。

　

イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
・
歴
史
家
の
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
言
葉
「
歴
史
を

思
惟
す
る
こ
と
は
確
か
に
こ
れ
を
時
代
区
分

0

0

0

0

す
る
こ
と
で
あ
る（

（
（

」（
傍

点
は
原
著
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
時
代
区
分
と
は
、
ま
さ
に
「
今
、
こ

こ
」
を
、
歴
史
全
体
の
中
で
ど
う
説
明
す
る
の
か
と
い
う
関
心
か
ら

展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
関
心
が
変
わ
れ
ば
区
分

の
基
準
も
、
区
分
さ
れ
た
各
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
化
す
る
。
研
究

の
行
き
過
ぎ
た
細
分
化
、
専
門
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
時
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代
区
分
論
の
含
意
す
る
マ
ク
ロ
的
観
点
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期
や
近
代
の
萌
芽
期
、
す

な
わ
ち
近
世
に
つ
い
て
は
、
八
〇
年
代
以
降
、
国
際
的
に
も
国
内
的

に
も
マ
ク
ロ
研
究
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
多
く
の
業
績
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
八
〇
年
代
頃
か
ら
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
つ
い
て
、
主
権
国
家
成
立
、
大
航
海
時
代
、
絶
対
主
義
確
立

の
時
期
で
あ
る
一
五
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
末
に
到
る
時
代
を
「
近
世
」

Early M
odern 

と
呼
び
新
た
な
時
代
区
分
を
立
て
る
動
き
が
顕
著

に
な
る
と
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
ま
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味

で
の
「
近
世
」
を
考
え
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
後
者

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
理
論
的
影
響

下
に
あ
り
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
一
元
的
な
分
業
シ
ス
テ
ム
に
還
元
さ

れ
な
い
、「
各
地
域
の
諸
研
究
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
「
ゆ
る

や
か
な
合
意
」
を
見
据
え
て
提
出
さ
れ
た（

（
（

」「
近
世
」
の
概
念
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
概
念
は
、「
決
し
て
時
代
区
分
を
確
定
し
よ
う

と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
近
世
と
称
さ
れ
る
時
期
に
お
け
る
各
地
域
・
各

分
野
で
の
特
色
の
う
ち
共
通
す
る
側
面
を
可
能
な
限
り
描
き
出
す
と

い
う
方
法（

（
（

」
と
し
て
の
、
つ
ま
り
、
各
地
域
・
各
分
野
で
見
ら
れ
る

「
不
思
議
な
並
行
」strange parallels 

の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
よ
う
な
「
近
世
」
概
念
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
は
じ
め
と
す

る
自
地
域
中
心
主
義
を
相
対
化
し
つ
つ
「
分
野
横
断
的
な
世
界
史
的

視
野
に
立
っ
た
、
新
し
い
近
世
論（

（
（

」
を
主
張
す
る
動
き
は
、
東
南
ア

ジ
ア
史
研
究
者
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
リ
ー
ド
や
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
リ
ー
バ

マ
ン
を
は
じ
め
、
世
界
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
研
究
者
の
間
か
ら

活
発
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
中
国
・
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
者

で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
論
文
「
統
合
的
歴
史
」
の

中
で
、「
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
北
半
球
に
は
、
①
人
口
の
増

加
、
②
歴
史
的
変
化
の
テ
ン
ポ
の
加
速
化
、
③
経
済
活
動
の
中
心
と

し
て
の
「
地
方
」
都
市
の
成
長
、
④
都
市
商
業
階
層
の
勃
興
、
⑤
宗

教
の
再
興
と
宣
教
活
動
、
⑥
農
村
の
騒
擾
、
⑦
遊
牧
民
の
没
落
、
と

い
っ
た
共
通
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘（

（
（

」
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
多
く
は
日
本
の
「
近
世
」
に
も
見
ら
れ
る
諸
特
徴
で
あ
り
、
こ
の

意
味
で
日
本
の
中
世
か
ら
近
世
へ
と
い
う
動
き
は
、
一
六
世
紀
を
画

期
と
し
て
は
じ
ま
る
「
世
界
史
的
近
世
」
に
連
動
し
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
社
会
秩
序

全
体
の
再
編
と
も
関
わ
る
「
宗
教
の
再
興
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
時

代
の
画
期
、
す
な
わ
ち
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
遷
移
を
、
近
世
初
期

の
曹
洞
宗
の
僧
侶
で
あ
る
卍
山
道
白
に
お
け
る
「
復
古
」
を
手
が
か

り
と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
こ
の
「
復
古
」
を

め
ざ
す
運
動
が
、
前
述
の
「
世
界
史
的
近
世
」
と
い
う
視
点
か
ら
は
、

明
末
清
初
の
仏
教
復
興
や
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
お
け
る
東

南
ア
ジ
ア
の
仏
教
国
家
の
発
展
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
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13　中世から近世へ

「
伝
統
」
の
創
出
や
宗
教
に
よ
る
世
俗
補
完
的
秩
序
の
創
出
と
い
う

「
世
界
史
的
近
世
」
に
共
通
す
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

1　

卍
山
道
白
と
江
戸
宗
門

　

江
戸
期
の
曹
洞
宗
を
代
表
す
る
僧
侶
で
あ
る
卍
山
道
白
（
一
六

三
六
〜
一
七
一
五
）
の
生
涯
の
事
績
を
貫
く
の
は
、「
復
古
」
で
あ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
卍
山
は
、
道
元
の
思
想
を
直
接
的
に
伝
え
る
、

『
正
法
眼
蔵
』
や
「
永
平
大
清
規
」
を
校
訂
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

宗
統
復
古
運
動
、
古
規
復
古
運
動
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
菩
薩
戒
の
儀

則
を
再
興
し
た
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
宗
門
復
古
運
動
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

そ
れ
が
、
隠
元
隆
琦
ら
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
明
末
清
初
の
禅
宗
の

大
き
な
刺
激
の
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
隠
元
伝
来
の
『
黄
檗

清
規
』
が
卍
山
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
宗
統
復

古
運
動
の
背
景
に
も
、
隠
元
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
明
末
清
初
の
嗣

法
論
争
に
お
け
る
「
復
古
」
の
主
張
が
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
か
ら
一

八
世
紀
に
か
け
て
の
明
末
清
初
の
時
期
は
、
前
述
の
よ
う
に
ア
ジ
ア

で
大
き
な
時
代
の
変
動
が
起
こ
り
、
新
た
な
「
世
界
史
的
近
世
」
が

始
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
禅
宗
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
で
も

中
国
で
も
、
嗣
承
の
混
乱
を
「
復
古
」
に
よ
っ
て
正
し
て
教
団
の
求

心
力
を
強
化
し
、
宗
源
に
直
接
的
に
繫
が
る
系
譜
を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
明
末
清
初
の
禅
宗
は
唐

代
や
宋
代
の
禅
へ
の
回
帰
を
、
江
戸
初
期
の
日
本
曹
洞
宗
は
宗
祖
道

元
へ
の
回
帰
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な

「
復
古
」
に
よ
っ
て
得
た
正
統
性
に
よ
っ
て
宗
派
意
識
を
先
鋭
化
さ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
で
地
歩
を
占
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

2　

卍
山
の
宗
統
復
古
運
動
の
意
義

　

禅
宗
で
は
古
来
、
法
の
授
受
の
系
譜
が
重
視
さ
れ
、
特
に
、
師
僧

か
ら
弟
子
へ
の
一
対
一
、
直
接
対
面
で
の
師
資
相
承
は
、
人
法
（
に

よ
る
相
続
）
と
呼
ば
れ
尊
重
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
曹
洞
宗
に
お

い
て
は
、
中
世
以
来
、
伽
藍
法
（
に
よ
る
相
続
）
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

伽
藍
法
に
よ
る
相
続
と
は
、
例
え
ば
、
或
る
寺
の
住
職
に
就
任
す
る

際
に
、
新
住
職
は
当
該
寺
の
開
山
の
法
の
系
譜
を
受
け
継
ぎ
、
も
し

そ
の
後
、
別
の
寺
の
住
職
に
異
動
す
る
場
合
に
は
、
前
嗣
の
法
を
棄

却
し
て
新
た
な
寺
の
法
系
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
卍
山

は
、
こ
の
よ
う
な
伽
藍
法
に
よ
る
相
続
を
、「
因
院
易
師
」「
多
師
嗣

法
」
で
あ
る
と
否
定
し
、
道
元
の
「
古
」
に
復
帰
す
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
、
人
法
に
よ
る
相
続
を
、『
正
法
眼
蔵
』
を
論
拠
と
し
て
主
張

し
た
。

　
『
宗
統
復
古
志
』
に
よ
れ
ば
、
卍
山
は
、
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
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〇
）
に
上
京
し
、
宗
門
の
有
力
寺
の
み
な
ら
ず
幕
府
側
に
も
盛
ん
に

働
き
か
け
を
行
っ
た
。
そ
の
主
張
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
年

の
「
弊
悪
之
風
」（
伽
藍
法
）
は
、
仏
祖
正
伝
に
背
き
、
宗
祖
道
元
の

『
正
法
眼
蔵
』
の
趣
旨
に
背
き
、
さ
ら
に
は
、
徳
川
家
康
が
永
平
寺
、

総
持
寺
の
両
本
山
に
与
え
た
法
度
に
も
背
く
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
宗
教
政
策
と
い
う
と
幕
府
に
よ
る
上

か
ら
の
統
制
が
強
調
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な

側
面
も
目
立
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
、

「
権
現
様
が
下
し
置
か
れ
た
る
法
度
」
を
逆
手
に
と
っ
て
、
卍
山
は
、

幕
府
も
承
認
し
て
い
た
既
成
の
宗
門
の
制
度
を
揺
る
が
す
主
張
を
打

ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（
（

。
両
本
山
に
対
す
る
法
度
に
お
け
る
、
二

五
年
修
行
し
た
上
で
師
の
推
挙
状
が
な
け
れ
ば
「
転
衣
」（
黒
衣
を
色

衣
に
か
え
る
こ
と
で
、
住
職
に
な
る
基
礎
資
格
取
得
を
意
味
す
る
）
で
き
な
い

と
す
る
厳
し
い
規
定
は
、
当
然
、
教
団
へ
の
統
制
の
一
環
と
考
え
ら

れ
る
が
、
卍
山
は
「
嗣
法
の
師
の
推
挙
状
」
を
必
須
と
す
る
と
い
う

一
句
を
も
っ
て
、
一
師
印
証
を
「
権
現
様
」
が
認
め
て
い
る
と
自
己

正
当
化
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）、
慎
重
な

詮
議
の
末
、
寺
社
奉
行
は
、
永
平
寺
、
總
持
寺
を
は
じ
め
十
一
ヶ
寺

を
召
し
て
、「
申
渡
覚
」
の
書
付
を
下
付
し
、
一
師
印
証
を
宗
門
の

正
し
い
嗣
法
の
在
り
方
と
承
認
し
た
上
で
伽
藍
法
も
後
述
の
よ
う
に

完
全
否
定
は
せ
ず
、
最
終
的
に
は
曹
洞
宗
側
も
そ
れ
を
受
け
容
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
、『
宗
統
復
古
志
』
は
、「
正
法
回
復
」
が

成
就
す
る
過
程
と
し
て
語
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
卍
山
ら
の
主
張
は
、
こ
の
間
、
宗
門
に
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。
特
に
、
奥
州
正
法
寺
の
定
山
良
光
か
ら
は
、
厳
し
い
反
論
が

あ
っ
た
。
正
法
寺
側
は
、
初
代
の
墓
塔
を
拝
し
て
面
授
の
な
い
月
泉

良
印
が
第
二
代
と
な
っ
た
と
い
う
「
拝
塔
嗣
法
」
の
歴
史
的
事
実
を

挙
げ
、
正
法
寺
で
は
伽
藍
法
の
伝
統
が
正
当
な
も
の
と
し
て
成
立
し

て
い
る
と
、
激
し
く
反
論
し
た
（『
正
法
嫡
伝
獅
子
一
吼
集
』）。
そ
も
そ

も
、
正
法
寺
は
、
中
世
を
通
じ
て
崇
光
天
皇
、
後
花
園
天
皇
の
勅
と

峨
山
の
許
可
状
に
依
拠
し
て
独
立
本
山
と
し
て
の
寺
格
を
誇
っ
て
お

り
、
権
力
が
多
元
化
し
て
い
た
中
世
の
曹
洞
宗
を
象
徴
す
る
存
在
で

あ
っ
た
。

　

奥
州
正
法
寺
に
限
ら
ず
、
中
世
に
お
い
て
は
地
方
の
有
力
者
を
開

基
と
し
て
多
く
の
曹
洞
宗
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
各
寺
、
各
派
が
、
程

度
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
相
対
的
に
独
立
し
て
い
た
。
こ
れ
が
、
江

戸
時
代
に
な
る
と
、
前
述
の
『
宗
統
復
古
志
』
の
記
述
か
ら
も
窺
え

る
よ
う
に
、
宗
門
自
身
が
、
幕
府
に
よ
る
統
制
を
あ
る
意
味
利
用
し

つ
つ
、
永
平
寺
・
總
持
寺
と
い
う
両
本
山
を
頂
点
と
し
た
本
末
制
度

に
よ
る
一
元
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
確
立
を
目
指
し
た
。

　

曹
洞
宗
門
に
お
け
る
宗
統
復
古
運
動
は
、
現
在
で
も
宗
門
の
側
か

ら
は
「
弊
風
」
改
革
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ

の
通
り
と
も
言
え
る
の
だ
が
、
反
面
、「
古
」
と
い
う
原
点
へ
の
復

帰
は
、
そ
の
原
点
へ
と
直
接
的
に
繫
が
る
一
系
の
中
に
、
他
の
あ
ら
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15　中世から近世へ

ゆ
る
勢
力
が
上
下
の
秩
序
を
も
っ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
で
も

あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
宗
統
復
古
運
動
、
す
な
わ
ち
伽
藍
法
の
否

定
と
は
、
中
世
的
多
元
性
の
退
潮
を
加
速
さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
中
世
に
は
宗
源
は
、
必
ず
し
も
道
元
だ
け
に
求
め
ら
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
栄
西
や
道
元
の
師
で
あ
る
如
浄
が
、
遡
る
べ
き
原

点
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
現
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
道
元
一
人
に
絞
っ

て
い
っ
た
の
が
、
近
世
初
期
に
起
こ
っ
た
宗
統
復
古
運
動
だ
っ
た
と

も
言
え
る
。

　

従
来
、
宗
門
の
一
元
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
確
立
は
、
幕
府
に
よ
る

本
末
制
度
確
立
と
い
う
宗
教
政
策
の
文
脈
か
ら
の
み
、
つ
ま
り
上
か

ら
の
宗
教
統
制
政
策
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
、
そ
れ
と
は
別
個
の
運

動
と
し
て
宗
統
復
古
運
動
は
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
卍
山
ら

の
運
動
は
、
幕
府
に
よ
る
宗
教
統
制
を
、
あ
る
意
味
利
用
し
た
新

た
な
宗
門
の
一
元
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
主
体
的
な
創
出
だ
っ
た
と
も

言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
宗
門
復
古
の
動
き
は
、
明
末
清
初
の
中
国
禅

の
復
古
運
動
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
思
想
史
的
文
脈

で
考
え
る
な
ら
ば
、
卍
山
ら
の
運
動
は
、
幕
府
に
よ
る
宗
教
行
政
も

そ
の
一
環
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
、「
世
界
史
的
近
世
」
に
顕
著
な

「
国
家
と
連
動
し
た
宗
教
復
興
」
と
い
う
大
き
な
流
れ
に
掉
さ
す
も

の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

3　

卍
山
に
よ
る
「
復
古
」
の
内
実 

─
三
物
と
未
悟
嗣
法
を
め
ぐ
っ
て

　
「
授
覚
道
者
偈
幷
序
」（『
東
林
後
録
』
所
収
）
に
よ
っ
て
、
卍
山
が

主
張
し
た
「
復
古
」
の
内
実
を
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
、
卍

山
は
、「
一
師
印
証
」
す
な
わ
ち
人
法
の
原
則
を
示
し
た
上
で
、
嗣

書
（
師
資
相
承
の
系
図
）、
血
脈
（
伝
戒
の
系
図
）、
大
事
（
嗣
書
と
血
脈
と

の
密
意
を
図
示
し
た
文
書
）
の
三
物
に
関
し
て
、
嗣
書
は
人
法
で
の
み

伝
え
る
が
、
血
脈
と
大
事
に
つ
い
て
は
、
伽
藍
法
も
容
認
す
る
と
し

た
。
こ
の
う
ち
大
事
は
、
中
世
の
切
紙
の
流
行
下
で
成
立
し
た
と
推

定
さ
れ
、
従
っ
て
道
元
に
は
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
元
に
は
全

く
関
係
が
な
い
大
事
を
、
三
物
と
し
て
嗣
書
や
血
脈
と
並
べ
た
こ
と

は
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
は
有
効
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、「
復
古
」

と
い
う
点
で
は
、
疑
問
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
が
、
卍
山
が
嗣
法
に
あ
た
っ
て
「
未
悟
嗣
法
」

を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
開
悟
成
道
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
法
度
で

定
め
ら
れ
た
年
数
修
行
を
行
い
、
規
定
通
り
に
嗣
法
の
儀
礼
を
行
う

な
ら
ば
、
師
か
ら
法
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
年
功
序
列
と
儀
礼
を
重
視
す
る
あ
る
種
の
形
式
主
義
は
、
僧

侶
に
対
す
る
教
団
の
管
理
に
資
す
る
側
面
が
あ
っ
た
が
、
一
般
論
と

し
て
は
、
悟
り
と
修
行
へ
の
関
心
の
低
下
を
招
く
側
面
も
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
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4　

卍
山
の
「
復
古
」
と
道
元
の
時
間
論

　

以
上
、
卍
山
の
「
復
古
」
に
基
づ
く
嗣
法
観
を
瞥
見
し
た
が
、
最

後
に
「
復
古
」
の
も
つ
時
間
論
と
し
て
の
意
味
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　

卍
山
の
復
古
の
主
張
の
背
景
に
は
、
直
線
的
時
間
観
念
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
道
元
を
原
点
と
し
て
現
在
ま
で
、
時
間
は
直
線
的

に
持
続
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
原
点
は
、
現
在
の
時
間
を
過
去
に

遡
っ
て
い
っ
た
果
て
に
出
会
わ
れ
る
時
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
持
続

す
る
直
線
の
単
な
る
延
長
上
に
あ
る
よ
う
な
時
間
で
は
な
く
質
的
に

異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
、
常
に
現
在
を
規
定
し
て
く
る

よ
う
な
規
範
的
、
理
想
的
過
去
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
原
点
こ
そ
が
、

純
粋
か
つ
絶
対
的
な
善
で
あ
り
、
価
値
の
源
泉
で
も
あ
る
。
時
間
の

経
過
と
と
も
に
価
値
の
源
泉
が
見
失
わ
れ
、「
弊
風
」
が
蔓
延
っ
た

と
し
て
も
、
自
覚
的
に
原
点
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
「
弊
風
」
を
撥
ね
退
け
て
教
団
を
あ
る
べ
き
姿
に
戻
す
こ
と
が
で

き
る
。
原
点
か
ら
時
間
は
直
線
的
に
進
む
が
、
あ
る
一
点
に
お
い
て

そ
の
進
行
は
止
め
ら
れ
、
原
点
へ
と
回
帰
す
る
。
頽
落
し
下
降
す
る

だ
け
だ
っ
た
時
間
が
、
方
向
を
変
え
て
始
原
に
戻
る
こ
と
で
新
た
な

時
間
と
な
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
時
間
を
循
環
的
な
時
間
と
呼

ぶ
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
始
原
と
な
る

原
点
は
、
ま
さ
に
道
元
一
人
に
絞
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

原
点
の
単
独
性
こ
そ
が
、
そ
こ
へ
の
通
路
と
な
る
権
威
の
絶
対
性
を

担
保
し
、
そ
の
権
威
に
よ
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
一
元
化
を
保
証
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
復
古
」
の
時
間
論
は
、
道
元
の
時
間
論
と
は
重

な
ら
な
い
。
道
元
の
時
間
論
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
同
時
性
の
時

間
論
で
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』
の
主
張
に
従
う
な
ら
ば
、
仏
教
と
は

時
間
軸
を
遡
っ
て
い
っ
て
出
会
え
る
釈
迦
が
始
め
た
も
の
で
は
な
い
。

時
空
を
超
え
た
永
遠
の
真
理
を
、
釈
迦
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
今
、
こ
こ
、
こ
の
私
に
お
い
て
自
覚
し
顕
現
し
て
き
た
の

で
あ
り
、
法
を
受
け
継
ぐ
と
は
、
師
に
よ
っ
て
何
か
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
師
に
よ
っ
て
（
自
ら
が
世
俗
の
日
常
に

お
い
て
募
ら
せ
た
先
入
見
や
我
執
を
）
適
切
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

真
理
を
自
覚
し
、
同
時
性
の
世
界
に
参
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
時
間
論
は
、
原
点
を
一
元
化
す
る
こ
と
を
拒
む
。
原
点
と
い

う
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
無
数
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
今
、
こ
こ

に
お
い
て
原
点
と
し
て
の
悟
り
の
世
界
を
現
わ
し
て
い
る
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
卍
山
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
道
元
の
言
葉
を
手
が

か
り
と
し
て
、
道
元
の
「
古
」
に
回
帰
し
得
る
と
主
張
し
た
。
し
か

し
、
卍
山
が
依
拠
し
た
と
す
る
道
元
の
議
論
は
、
あ
く
ま
で
も
卍
山

流
の
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
道
元
の
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
も
、

そ
の
時
間
論
に
お
い
て
卍
山
の
主
張
は
道
元
の
そ
れ
か
ら
大
き
く
隔
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17　中世から近世へ

た
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
元
の
議
論
が
、
師

と
弟
子
、
仏
祖
と
自
己
と
の
一
体
性
、
同
時
性
を
強
調
し
、
今
、
こ

の
瞬
間
と
、
全
時
間
と
の
相
即
、
時
間
の
可
逆
性
、
同
時
性
と
し
て

の
時
間
を
宣
揚
す
る
の
に
対
し
て
、
卍
山
は
、
直
線
的
、
不
可
逆
的

に
進
行
す
る
持
続
す
る
時
間
を
前
提
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
の
起
点
で

あ
る
「
古
」
へ
の
復
帰
に
お
い
て
循
環
す
る
時
間
を
宣
揚
し
、
さ
ら

に
君
臣
、
親
子
に
准
え
ら
れ
る
師
と
弟
子
と
の
関
係
の
非
対
称
性
を

主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
両
者
の
主
張
に
は
根
本
的
な

差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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�
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東
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大
学
教
授
）

日本思想史学51-シンポ-賴住光子氏【再校】　　［出力］ 2019年10月2日　午後3時43分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1




